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二
〇
一
一
年
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二
月

山
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四
号
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学
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資
料
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介
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�
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�
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�
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�
』
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�
�

―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―

山

�

真

克

（
比
治
山
大
学
）

摘

要

本
稿
で
取
り
上
げ
る
揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』・
同
『
伊
勢
物
語
』
は
、
奥
書
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
筆
跡
や
伝
来
の
状
況
か
ら
み
て
、
養
法
院

の
真
筆
資
料
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。『
哥
か
る
た
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
初
段
か
ら
五
十
四
段
ま
で
の
百
首
を
上
の
句
（
宝
山
院
筆
）・
下
の
句
（
養
法
院
筆
）

に
分
け
て
二
〇
〇
枚
一
組
の
体
裁
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
伊
勢
物
語
』（
養
法
院
筆
）
は
、
定
家
本
系
統
の
諸
本
と
一
致
す
る
本
文
を
有
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

養
法
院

宝
山
院

松
江
藩

伊
勢
物
語

歌
か
る
た

は
じ
め
に

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
〜
平
成
二
十
三
年
二
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
新
春
企
画
「
揖
夜
神
社
の
宝
物
展
」
に
お
い
て
、『
哥
か

（
１
）

る
た
』
お
よ
び
『
伊
勢
物
語
』
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
出
雲
松
江
藩
第
二

代
藩
主
松
平
綱
隆
（
宝
山
院
）
と
、
そ
の
側
室
で
あ
る
養
法
院
の
書
写
と
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
稿
者
は
、
養
法
院
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
に
も
江
戸
初
期
松
江
藩
主

（
２
）

周
辺
の
和
歌
事
蹟
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
揖
夜
神

社
蔵
『
哥
か
る
た
』
お
よ
び
『
伊
勢
物
語
』
は
、
奥
書
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
も
の

の
、
後
述
す
る
よ
う
に
筆
跡
や
伝
来
の
状
況
か
ら
み
て
、
養
法
院
の
真
筆
資
料
と

し
て
認
め
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
綱
隆
（
宝
山
院
）・
養
法
院
の
事
蹟
を

改
め
て
紹
介
し
た
上
で
、
両
書
の
書
誌
的
事
項
、
本
文
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
る
。

一

松
平
綱
隆
・
養
法
院
の
事
蹟
に
つ
い
て

『
島
根
県
大
百
科
事
典
』（
昭
和
５７
・
７

山
陰
中
央
新
報
社
）
の
記
載
（
岩
成
博

氏
・
内
田
文
恵
氏
執
筆
）
を
参
考
に
し
つ
つ
、
松
平
綱
隆
お
よ
び
養
法
院
の
事
蹟

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

松
平
綱
隆
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）、
出
雲
松
江
藩
初
代
藩
主
松
平
直
政

〈
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
没
〉
の
嫡
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
る
。
母
は
久
姫

山
陰
研
究
（
第
四
号
）
二
〇
一
一
年
十
二
月
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（
松
平
忠
良
女
、
慶
泰
院
〈
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
没
〉。
父
の
死
去
に
よ
り
家

督
を
継
ぎ
、
第
二
代
藩
主
と
な
る
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
急
病
の
た
め
松
江

に
て
没
、
四
五
歳
。
宝
山
院
と
号
す
。
綱
隆
の
詠
草
は
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
』（
写
本
一
冊
）、
島
根
県
立

図
書
館
蔵
『
松
平
綱
隆
（
寶
山
院
）
筆
﹇
歌
集
﹈』（
複
写
）、
平
田
本
陣
記
念
館
（
島

根
県
出
雲
市
）
所
蔵
の
「
藤
画
賛
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
高

真
院
様
御
年
譜
』（
成
立
未
詳
）
や
、
桃
節
山
著
『
藩
祖
御
事
蹟
』〈
慶
応
三
年
（
一

八
六
七
）
跋
〉
に
は
、
直
政
が
烏
丸
光
広
か
ら
和
歌
や
『
伊
勢
物
語
』
の
口
訣
を

（
３
）

受
け
た
と
の
記
事
が
み
え
る
の
で
、
綱
隆
に
も
こ
れ
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性

は
あ
る
。

養
法
院
は
、
綱
隆
と
同
年
の
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
生
ま
れ
。
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
二
八
歳
で
綱
隆
の
側
室
と
な
り
、「
御
国
御
前
」
と
呼
ば
れ
た
。
父
は
直

政
に
仕
え
た
祐
筆
平
賀
半
助
で
、
そ
の
父
に
習
っ
た
筆
跡
は
流
麗
で
能
書
家
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
綱
隆
と
の
間
に
広
瀬
藩
二
代
藩
主
近
時
に
嫁
し
た
利
喜
姫
、

生
後
ま
も
な
く
没
し
た
清
姫
、
四
代
藩
主
と
な
っ
た
吉
透
が
生
ま
れ
る
。
延
宝
三

年
（
一
六
七
五
）
に
綱
隆
が
没
し
て
養
法
院
と
名
の
り
、
以
来
、
松
江
の
春
日
村

に
隠
居
し
て
余
生
を
過
ご
す
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）、
七
七
歳
で
没
し
た
。

養
法
院
自
身
が
書
写
し
た
真
筆
資
料
と
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
以
下
の
も
の
が

判
明
し
て
い
る
。

�
『
山
下
水
』（
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
）

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
一
月
写
（
六
八
歳
）

�
『
養
法
院
実
筆
和
歌
集
』（
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
七
月
下
旬
写
（
七
〇
歳
）

�
『
山
下
水
』（
佐
太
神
社
蔵
）

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
初
夏
写
（
七
五
歳
）

�
『
古
哥
仙
』（
佐
太
神
社
蔵
）

書
写
年
次
未
詳

�
・
�
・
�
に
は
、
養
法
院
の
も
の
と
思
し
き
朱
印
が
共
通
し
て
存
す
る
。
ま

た
「
似
」
を
字
母
と
す
る
仮
名
「
に
」
と
い
う
特
徴
的
な
字
体
が
�
〜
�
の
す
べ

て
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
養
法
院
の
真
筆

資
料
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
真
筆
資
料
で
は
な
い
が
、
前
述
の
島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
『
高

真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
』
の
成
立
に
、
養
法
院
が
大
き
く
関
与
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
初
代
直
政
（
高
真
院
）・
二
代
綱
隆
（
宝
山
院
）・
四
代
吉

透
（
源
林
院
）
の
詠
草
を
収
集
し
た
こ
の
書
は
、
自
ら
に
先
立
ち
宝
永
二
年
（
一

七
〇
五
）
九
月
に
亡
く
な
っ
た
息
子
吉
透
へ
の
追
善
の
意
図
を
持
つ
も
の
と
思
わ

れ
る
。

次
節
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
揖
夜
神
社
蔵
『
哥

か
る
た
』
お
よ
び
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』
に
つ
い
て

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
所
収
歌
の
う
ち
、
冒
頭
か
ら
の

一
〇
〇
首
に
つ
い
て
上
の
句
・
下
の
句
に
分
け
て
記
し
た
『
伊
勢
物
語
か
る
た
』

の
一
種
で
あ
る
。
二
〇
一
枚
の
札
が
、
木
製
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
保
存
状

態
は
良
好
で
あ
る
。
次
に
述
べ
る
よ
う
な
箱
書
き
の
記
述
以
外
に
は
、
制
作
年
代
・

書
写
者
を
示
す
徴
証
は
見
出
せ
な
い
。

三
四

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』・
同
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
�
真
克
）
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二
―
一

箱
書
き
（
表
）・（
裏
）
の
記
述

箱
書
き
（
表
）
に
は
、
周
囲
の
一
部
が
破
れ
た
浅
黄
色
の
紙
が
中
央
に
貼
ら
れ

て
お
り
、「
上
の
句
／
寶
山
院
様
／
下
の
句
／
養
法
院
様
／
御
両
筆
／
哥
か
る
た
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
上
の
句
を
「
宝
山
院
」（
第
二
代
藩
主
松

平
綱
隆
）
が
、
下
の
句
を
「
養
法
院
」（
綱
隆
側
室
で
、
第
四
代
藩
主
吉
透
の
母
）

が
そ
れ
ぞ
れ
染
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。箱書き（表）

箱書き（裏）

箱
書
き
（
裏
）
に
は
、
白
色
の
紙
が
二
枚
貼
ら
れ
て
お
り
、「
寶
山
院
殿
／
養
法

院
殿
両
筆
歌
加
留
多
／
二
百
枚
壱
箱
／
昭
和
三
年
三
月

松
平
家
寄
進
」、「
寶
山

１

院＝

松
平
家
第
二
代
綱
隆
公
／
養
法
院＝

同
第
四
代
吉
透
公
ノ
母
／
直
政
―
綱

２

３

４

隆
／
―
綱
近
／
―
吉
透
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
紙
は
箱
書
き
（
表
）

と
比
較
し
て
明
ら
か
に
新
し
く
、
お
そ
ら
く
松
平
家
か
ら
寄
進
さ
れ
た
昭
和
三
年

三
月
に
近
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
箱
の
寸
法
は
、
縦
横
と
も
に

一
二
・
一
�
×
高
さ
八
・
五
�
で
、
二
層
に
分
か
れ
て
い
る
。

二
―
二

か
る
た
（
表
面
）
の
和
歌
本
文

か
る
た
の
表
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
行
〜
五
行
の
散
ら
し
書
き
で
和
歌
が
記
さ

れ
る
。
料
紙
は
薄
香
色
の
布
目
地
で
、
上
の
句
に
比
べ
て
下
の
句
の
料
紙
の
色
が

や
や
薄
い
。
上
の
句
・
下
の
句
と
も
に
流
麗
な
筆
跡
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う

な
他
の
養
法
院
真
筆
資
料
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
字
体
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

確
証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
他
の
真
筆
資
料
の
筆
跡
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
の

で
、
箱
書
き
（
表
）
の
記
述
通
り
、
上
の
句
が
「
宝
山
院
」、
下
の
句
が
「
養
法
院
」

の
書
写
と
し
て
お
く
。

第十四段２２番歌上の句

第十四段２２番歌下の句

ま
た
、
和
歌
本
文
を
『
伊
勢
物
語
』
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
異

同
が
み
ら
れ
た
（
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
）。

【
諸
本
と
の
本
文
異
同
】

・
第
十
四
段
２０
番
歌
第
四
句
「
な
る
へ
か
り
け
り
」

…
諸
本
「
な
る
へ
か
り
け
る
」

・
第
十
四
段
２２
番
歌
第
五
句
「
い
さ
と
い
わ
ま
し
」

…
塗
籠
本
「
い
さ
と
い
は
ま
し
」、
そ
の
他
諸
本
「
い
さ
と
い
は
ま
し
を
」

・
第
十
五
段
２３
番
歌
第
五
句
「
お
く
も
見
る
く
」

…
諸
本
「
お
く
も
み
る
へ
く
」

・
第
十
六
段
２６
番
歌
第
五
句
「
た
て
ま
つ
り
け
り
」

…
諸
本
「
た
て
ま
つ
り
け
れ
」

－１３０－

三
五

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』・
同
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
�
真
克
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・
第
二
十
一
段
４１
番
歌
第
一
句
「
わ
す
ら
む
と
」

…
諸
本
「
わ
す
る
ら
ん
と
」

ほ

・
第
四
十
七
段
８８
番
歌
第
一
句
「
お
ぬ
さ
と
」

…
諸
本
「
お
ほ
ぬ
さ
と
」

・
第
四
十
七
段
８８
番
歌
第
三
句
「
な
か
れ
て
は
」

…
諸
本
「
な
か
れ
て
も
」

は

・
第
五
十
三
段
９９
番
歌
第
四
句
「
お
も
ふ

ヒ

心
の
」

…
諸
本
「
お
も
ふ
こ
こ
ろ
は
」

補
入
・
見
せ
消
ち
に
よ
る
訂
正
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
本
文
は
『
伊
勢
物
語
』

の
定
家
本
系
統
の
諸
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
本
文
に
異
同
が
あ
る
場
合
も
、
特
定

の
伝
本
と
一
致
す
る
よ
う
な
傾
向
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
単
純
な
誤

脱
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
次
節
に
述
べ
る
揖
夜
神
社
蔵
『
伊
勢
物

語
』
で
は
、
異
同
の
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
和
歌
本
文
は
す
べ
て
諸
本
と
一
致
し
た
形

と
な
っ
て
い
る
。

二
―
三

か
る
た
（
裏
面
）
へ
の
書
き
入
れ

か
る
た
の
裏
面
は
金
箔
仕
上
げ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
札
に
は
墨
書
に
よ
る
漢
数
字

の
書
き
入
れ
が
存
す
る
。
こ
れ
は
、
上
の
句
・
下
の
句
の
組
み
合
わ
せ
を
示
す
た

め
、『
伊
勢
物
語
』
の
章
段
の
順
に
通
し
番
号
を
施
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
一
部
に
は
『
伊
勢
物
語
』
の
配
列
順
と
は
異
な
る
漢
数
字
が
記
さ
れ

た
札
や
、
書
き
入
れ
が
み
ら
れ
な
い
札
が
あ
る
。

第一段１番歌 下の句・上の句 裏面

【『
伊
勢
物
語
』
の
配
列
順
と
異
な
る
札
】

�
十
三
「
君
か
ゝ
た
に
そ
よ
る
と
な
く
な
る
」

…
第
十
段
１４
番
歌
の
下
の
句

�
十
四
「
わ
か
お
も
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
」

…
第
九
段
１３
番
歌
の
下
の
句

�
六
十
五
「
風
ふ
け
は
お
き
つ
し
ら
な
み
龍
田
山
」

「
夜
半
に
や
君
か
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん
」

…
第
二
十
三
段
４９
番
歌

�
百
「
た
ま
の
を
ゝ
あ
は
ほ
に
よ
り
て
む
す
へ
れ
は
」

「
た
え
て
の
後
も
あ
は
ん
と
そ
思
ふ
」

…
第
三
十
五
段
６９
番
歌

三
六

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』・
同
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
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�
真
克
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【
書
き
入
れ
が
み
ら
れ
な
い
札
】

（
マ
マ
）

�
「
人
の
心
の
お
く
も
見
る
く
」

…
第
十
五
段
２３
番
歌
の
下
の
句

�
「
と
を
と
い
ひ
つ
ゝ
よ
つ
は
へ
に
け
り
」

…
第
十
六
段
２４
番
歌
の
下
の
句

�
「
つ
ゝ
い
つ
の
井
つ
ゝ
に
か
け
し
ま
ろ
か
た
け
」

…
第
二
十
三
段
４７
番
歌
の
上
の
句

�
・
�
は
、
隣
接
し
た
１３
番
歌
と
１４
番
歌
の
下
の
句
が
入
れ
替
わ
っ
て
誤
っ
た

漢
数
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
和
歌
の
配
列
上
は
問
題
な

い
。�

・
�
は
、
明
ら
か
に
『
伊
勢
物
語
』
の
配
列
順
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
位
置
に
置
か
れ
た
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
�
・
�
に
よ
っ
て
ず
れ
が
生
じ

て
い
る
た
め
、「
四
十
九
」
〜
「
六
十
四
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
た
札
の
歌
は
、『
伊

勢
物
語
』
で
は
５０
番
歌
〜
６５
番
歌
に
相
当
す
る
。
ま
た
「
六
十
九
」
〜
「
九
十
九
」

と
書
き
入
れ
ら
れ
た
札
の
歌
は
、
７０
番
歌
〜
１００
番
歌
に
相
当
す
る
。

�
・
�
・
�
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
上
の
句
も
し
く
は
下
の
句
に
は
漢
数
字

が
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
記
入
漏
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
箱
書
き
（
裏
）
に
は
「
二
百
枚
壱
箱
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

際
に
は
二
〇
一
枚
の
札
が
存
す
る
の
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
和
歌
本
文
の
重
複

し
た
札
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

本来の下の句 重複の下の句
（大） （小）

・
七
拾
五
「
う
ら
な
く
物
を

お
も
ひ
け
る
哉
」

…
第
四
十
九
段
９１
番
歌
の
下
の
句

（「
九
十
」
と
記
さ
れ
た
下
の
句

の
札
と
重
複
）

料
紙
や
裏
面
の
金
箔
仕
上
げ
は
他
の
札
と
共
通
す
る
が
、
こ
の
札
の
み
縦
七
・

〇
	
×
横
四
・
三
	
の
寸
法
で
あ
り
、
縦
七
・
二
	
×
横
四
・
六
	
の
寸
法
で
あ

る
他
の
二
〇
〇
枚
と
比
較
し
て
や
や
小
さ
い
。「
拾
」
を
使
用
す
る
裏
面
の
書
き
入

れ
の
用
字
も
他
の
札
と
は
異
な
る
の
で
、
別
に
作
ら
れ
た
歌
か
る
た
の
組
の
一
枚

が
混
入
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
―
四

他
の
『
伊
勢
物
語
か
る
た
』
と
の
比
較

以
上
の
よ
う
に
、
本
文
の
小
異
、
お
よ
び
配
列
の
異
な
り
や
重
複
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』
に
記
さ
れ
た
和
歌
は
、『
伊
勢
物
語
』
初
段

か
ら
第
五
十
四
段
ま
で
の
一
〇
〇
首
と
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。

一
般
に
『
伊
勢
物
語
か
る
た
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
所
収
歌
二
〇
九
首
の
す
べ
て

（
４
）

を
、
上
の
句
・
下
の
句
の
札
に
分
け
て
記
し
た
も
の
が
多
い
。
な
か
に
は
、
詠
ま

れ
た
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
情
景
を
描
い
た
絵
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
存
す
る
。
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こ
う
し
た
な
か
で
、
揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』
の
よ
う
に
冒
頭
の
一
〇
〇
首

の
み
を
用
い
て
か
る
た
に
仕
立
て
て
い
る
も
の
は
、
管
見
に
入
る
限
り
他
に
見
出

せ
な
い
。
一
〇
〇
首
に
よ
り
二
〇
〇
枚
一
組
と
す
る
体
裁
は
、
お
そ
ら
く
『
百
人

一
首
か
る
た
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
類
例
を
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
。

三

揖
夜
神
社
蔵
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て

揖
夜
神
社
蔵
『
伊
勢
物
語
』
は
、
写
本
一
帖
。
木
製
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。『
哥
か
る
た
』
と
同
様
に
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
箱
書

き
の
記
述
以
外
に
は
、
制
作
年
代
・
書
写
者
を
示
す
奥
書
な
ど
の
徴
証
は
見
出
せ

な
い
。

三
―
一

箱
書
き
（
表
）・（
裏
）
の
記
述

箱
書
き
（
表
）
に
は
、『
哥
か
る
た
』
と
同
様
に
、
周
囲
の
一
部
が
破
れ
た
浅
黄

色
の
紙
が
中
央
に
貼
ら
れ
て
お
り
、「
養
法
院
様
御
筆
／
伊
勢
物
語
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
そ
の
左
に
は
、
別
に
白
色
の
紙
が
貼
ら
れ
、「
寶
山
院＝

松
平
家
第

一
代

二
代

二
代
綱
隆
／
養
法
院＝

同
第
四
代
吉
透
公
ノ
母
／
直
政
―
綱
隆
／
―
綱
近
三
代

／
―

吉
透
四
代

」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

箱書き（裏）

箱書き（表）

箱
書
き
（
裏
）
に
は
、
箱
書
き
（
表
）
左
側
の
白
色
の
紙
と
同
一
の
紙
が
貼
ら

れ
、「
伊
勢
物
語
養
法
院
殿
の

筆
／
昭
和
三
年
三
月

松
平
家
寄
進
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
も
『
哥
か
る
た
』
の
箱
に
み
ら
れ
た
紙
と
同
様
の
体
裁
・
内
容

で
あ
る
。
な
お
、
箱
の
寸
法
は
、
縦
一
八
・
〇
�
×
横
一
七
・
二
�
×
高
さ
八
・

五
�
で
あ
る
。

三
―
二

書
誌

本
書
の
寸
法
は
、
縦
一
六
・
七
�
×
横
一
五
・
八
�
で
、
い
わ
ゆ
る
枡
型
本
と

呼
ば
れ
る
書
型
で
あ
る
。
料
紙
は
、
鳥
の
子
紙
。
表
紙
は
木
賊
色
で
、
卍
繋
ぎ
の

布
地
。
朱
に
金
箔
散
ら
し
の
題
簽
に
、「
伊
勢
物
語
」
と
外
題
が
記
さ
れ
る
。
内
題

は
な
い
。
見
返
し
に
は
、
藤
の
金
箔
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
一
面
九
行
。

和
歌
は
一
字
下
げ
で
書
き
始
め
ら
れ
、
二
行
乃
至
三
行
で
書
か
れ
た
後
、
改
行
せ

ず
に
本
文
が
続
く
。

表 紙

装
訂
は
列
帖
装
で
、
六
つ
の
折
り
か
ら
成
る
。
第
一
折
り
お
よ
び
第
六
折
り
が

１７
丁
、
第
二
折
り
か
ら
第
五
折
り
ま
で
が
１８
丁
で
、
全
１０６
丁
と
な
る
。
但
し
、
２

丁
表
〜
３
丁
表
、
１０３
丁
裏
〜
１０６
丁
裏
は
空
白
で
あ
る
。
こ
う
し
た
遊
紙
が
存
す
る

こ
と
か
ら
、
先
に
綴
じ
る
作
業
を
行
っ
た
上
で
、
本
文
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え

三
八

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』・
同
『
伊
勢
物
語
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江
戸
初
期
松
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主
周
辺
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和
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蹟
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山
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克
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ら
れ
る
。

一
つ
の
折
り
は
料
紙
九
枚
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
な
列
帖
装
の
場
合

の
よ
う
に
、
第
一
折
り
と
第
六
折
り
の
一
番
外
側
の
紙
は
、
前
表
紙
・
後
表
紙
の

芯
と
し
て
入
れ
こ
ま
れ
て
い
る
。

三
―
三

第
一
折
り
の
錯
簡
に
つ
い
て

第
一
折
り
に
は
、
書
写
後
に
生
じ
た
と
思
し
き
錯
簡
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

前
表
紙
を
入
れ
こ
ん
だ
第
一
折
り
の
一
番
外
側
の
紙
の
み
を
折
っ
た
状
態
で
、
残

り
の
八
枚
を
重
ね
て
折
っ
た
も
の
の
上
に
置
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

最終の第六折りの始め

冒頭の錯簡部分

本
文
冒
頭
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
十
四
段
２２
番
歌
「
栗
原
の
あ
ね
は
の
松
の
人
な

ら
ば
都
の
つ
と
に
い
ざ
と
い
は
ま
し
を
」
の
第
三
句
途
中
か
ら
始
ま
る
。

な
ら
は
み
や
こ
の
つ
と
に
い
さ
と
い
は

ま
し
を
と
い
へ
り
け
れ
は
…
（
１
丁
表
）

残
り
八
枚
の
外
側
（
錯
簡
前
の
状
態
な
ら
ば
外
側
か
ら
二
枚
目
の
料
紙
）
の
紙

末
尾
に
は
、「
く
り
は
ら
の
あ
ね
は
の
松
の
人
」（
１７
丁
裏
）
と
あ
り
、
１
丁
表
は
こ

の
後
に
続
く
本
文
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

１８丁表・１７丁裏

１丁表・見返し 本来は下の１７丁裏に続く部分

ま
た
、
第
十
六
段
の
「
…
人
か
ら
は
こ
ゝ
ろ
う
つ
く
し
く
あ
て
は
か
な
」
で
終

わ
っ
て
い
る
１
丁
裏
の
本
文
は
、
第
二
折
り
の
冒
頭
「
る
こ
と
を
こ
の
み
て
こ
と

人
に
も
に
す
…
」（
１８
丁
表
）
へ
と
続
く
も
の
で
あ
る
。

－１２６－
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２丁表・１丁裏 本来は表紙すぐ後の遊紙部分

４丁表・３丁裏 本来は初段部分

し
た
が
っ
て
、
錯
簡
が
生
ず
る
前
の
状
態
で
は
、
現
在
の
１７
丁
裏
と
１８
丁
表
の

間
に
、
１
丁
表
・
裏
の
１
丁
分
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
空
白
と
な
っ

て
い
る
２
丁
表
・
裏
の
１
丁
が
前
表
紙
す
ぐ
後
の
遊
紙
と
な
り
、
次
の
丁
（
現
在

の
３
丁
裏
）
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
初
段
の
本
文
が
始
ま
る
と
い
う
体
裁
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

仮
綴
じ
の
状
態
で
書
写
し
た
後
、
表
紙
を
付
す
際
に
こ
う
し
た
錯
簡
が
生
じ
た

も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
後
の
補
修
の
際
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
も
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

三
―
四

本
文
の
特
徴
に
つ
い
て

本
文
に
は
補
入
・
見
せ
消
ち
に
よ
る
訂
正
、
仮
名
に
漢
字
を
あ
て
る
な
ど
の
墨

書
に
よ
る
書
き
入
れ
が
三
十
例
み
ら
れ
る
も
の
の
、
本
文
は
定
家
本
系
統
の
諸
本

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
諸
本
と
の
本
文
異
同
も
ま
ま
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合

も
特
定
の
伝
本
と
一
致
す
る
よ
う
な
傾
向
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
助

詞
・
助
動
詞
の
誤
脱
や
、
単
純
な
誤
写
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
哥
か
る
た
』
と
同
じ
く
流
麗
な
筆
跡
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
他
の
養
法

院
真
筆
資
料
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
字
体
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
や
は
り
確
証

は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
他
の
真
筆
資
料
の
筆
跡
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
点
に
よ

り
、「
養
法
院
」
の
書
写
と
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

お

わ

り

に

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』
お
よ
び
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果

を
述
べ
た
。
箱
書
き
の
記
述
以
外
に
は
確
証
は
見
出
せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
松

平
家
か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
伝
来
の
状
況
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
信
ず
る
に
足

る
と
思
わ
れ
る
。
宝
山
院
・
養
法
院
の
事
蹟
に
加
え
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資

料
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
島
根
大
学
名
誉
教
授
の
芦
田
耕
一
先
生
よ
り
、
松
江
城
内
に
宝
山

院
筆
・
養
法
院
筆
の
『
伊
勢
物
語
』
が
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
て
い
る
と
ご
教
示
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
は
松
江
神
社
所
蔵
の
宝
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
調

査
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
展
示
物
の
中
に
は
こ
の
他
に
宝
山
院
他
の
藩
主
の
詠
草

を
収
め
た
『
歌
帖
』『
三
君
御
詠
歌
』
も
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、『
松
平
家
寄
進
宝
物
展
』（
平
成
７

松
江
市
立
松
江
郷
土
館
）

の
「
松
平
家
寄
進
宝
物
展
出
品
目
録
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

◆

書
画
類

２７

歌
帖
（
高
真
院
様
・
宝
山
院
様
自
詠
）

箱
入

縦１７
.９

横１５
.４

厚５
.７

２
帖

四
〇

揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』・
同
『
伊
勢
物
語
』
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―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
�
真
克
）
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（
高
真
院
様
・
宝
山
院
様
・
養
法
院
様
筆
）

箱
入

縦１８
.３

横１６
.３

厚５
.５

（
５
）

２８

伊
勢
物
語
本
（
宝
山
院
様
筆
）

箱
入

縦１７
.２

横１６
.７

厚１
.４

２
帖

縦１６
.５

横１５
.４

厚１
.５

２９

三
君
御
詠
歌
（
直
政
公
・
綱
隆
公
・
吉
透
公
）

箱
入

縦２３
.５

横１７
.５

厚０
.２

１
帖

な
お
、『
松
平
家
寄
進
宝
物
展
』
四
・
五
頁
に
は
、
２７
〜
２９
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
２８

伊
勢
物
語
本
」
は
や
は
り
枡
型
本
で
あ
る
が
、
揖
夜
神
社
蔵
『
伊

勢
物
語
』
と
表
紙
の
文
様
や
一
面
行
数
は
異
な
る
。
ま
た
「
２７

歌
帖
」「
２９

三

君
御
詠
歌
」
の
掲
載
写
真
は
、
次
の
よ
う
に
判
読
で
き
る
。

・
２７

歌
帖

【
箱
書
き
】「
高
真
院
様
御
詠
歌

寶
山
院
様
御
色
紙
御
自
詠
」

う
れ
し
さ
も
ま
つ
も
／
を
し
む
も
さ
く
ら
花
／

こ
ゝ
ろ
は
ひ
と
つ
／
心
な
れ
／
と
も

〔
綱
隆
５１
〕

う
き
よ
に
は
と
ゝ
め
／
を
か
し
と
春
風
の
／

ち
ら
す
は
花
を
ゝ
／
し
む
／
な
り
け
り

〔
綱
隆
５４
〕

【
外
題
】「
高
真
院
様
御
詠
哥
」

（
マ
マ
）

秋
か
せ
の
た
な
ひ
く
／
く
も
ふ
き
は
ら
ひ
／

そ
ら
す
み
／
わ
た
る
／
い
さ
よ
ひ
の
つ
き

〔
直
政
１１
〕

や
ま
た
か
み
こ
の
ま
の
／
そ
ら
の
雲
は
れ
て
／

た
き
に
か
け
さ
す
秋
／
の
よ
の
月

〔
直
政
１８
〕

つ
ま
き
こ
る
／
か
へ
る
／
み
や
ま
の
／
山
も
り
は
／

身
は
／
こ
／
か
ら
し
／
に
／
さ
ゆ
る
／
夜
の
月

〔
直
政
２７
〕

・
２９

三
君
御
詠
歌

直
政
公
御
詠

三
十
九
首

子
日

初
春
の
空
に
も
雪
は
降
つ
け
と
ね
の
日
の
松
は
色
増
り
け
り

桜

〔
直
政
１
〕

さ
く
ら
花
折
て
か
さ
ゝ
む
野
山
に
は
た
れ
か
植
け
む
い
つ
の
世
の
た
め

〔
直
政
２
〕

白
雲
に
霞
の
衣
ぬ
き
か
へ
て
い
つ
こ
の
や
ま
を
春
は
ゆ
く
ら
む

〔
直
政
３
〕

八
重
霞
立
も
隠
さ
て
不
二
の
ね
の
雪
を
よ
そ
め
の
花
と
こ
そ
見
れ

〔
直
政
４
〕

ち
る
桜
惜
む
心
は
わ
す
ら
れ
て
又
来
ん
春
の
花
を
待
か
な

〔
直
政
５
〕
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【
箱
書
き
】「
直
政
公
／
綱
隆
公
／
吉
透
公
／
御
詠
歌
」（
貼
紙
）

「
三
君
御
詠
謌

壱
冊
」

本
文
の
異
同
や
、
歌
数
・
配
列
の
違
い
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
和
歌

は
以
前
紹
介
し
た
島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源

林
院
様
御
詠
草
写
』
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
一
致
す
る
（〔

〕
内
は
、
該
当
歌
の

作
者
と
、
前
稿
に
お
い
て
翻
刻
の
際
に
付
し
た
通
し
番
号
）。
伝
来
の
状
況
か
ら
み

て
、「
２７

歌
帖
」
の
よ
う
な
詠
歌
資
料
を
基
に
「
２９

三
君
御
詠
歌
」
が
編
纂
さ

れ
、
直
接
の
書
承
関
係
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、
そ
う
し
た
形
態
の
書
を
転

写
し
た
も
の
が
桑
原
文
庫
蔵
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松
江
藩
主
の
和
歌
事
蹟

を
捉
え
る
上
で
、
大
変
貴
重
な
書
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
哥
か
る
た
』
お
よ
び
『
伊
勢
物
語
』
が
松
平
家
か
ら
揖
夜
神
社
へ
寄
進
さ
れ
た

の
は
昭
和
三
年
三
月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に

か
け
て
の
時
期
に
、
十
三
代
当
主
で
あ
る
松
平
直
亮
氏
に
よ
っ
て
、
島
根
県
内
の

神
社
等
に
松
平
家
ゆ
か
り
の
品
を
寄
進
す
る
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
が
、
各
所
に
所
蔵
さ
れ
た
資
料
を
総
合
的
に
捉

え
る
こ
と
で
、
江
戸
初
期
の
松
江
藩
主
周
辺
の
文
学
事
蹟
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
も
調
査
を
継
続
し
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）
「
揖
夜
神
社
の
宝
物
展
」
の
展
示
資
料
は
、
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
館
報
二
〇
四

号
（
平
成
２３
・
１

今
岡
利
江
氏
執
筆
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿
は
、
同

館
報
二
〇
五
号
（
平
成
２３
・
３
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
揖
夜
神
社
蔵
『
哥
か
る
た
』

（
宝
山
院
・
養
法
院
筆
）・
同
『
伊
勢
物
語
』（
養
法
院
筆
）
解
説
」
を
基
に
一
部
改
稿

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
拙
稿
「
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
『
山
下
水
』
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周

辺
の
和
歌
事
蹟
―
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
２２

平
成
１８
・
６
）、
同
「
島
根
県
立
図

書
館
蔵
『
養
法
院
実
筆
和
歌
集
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室
「
養
法
院
」

の
和
歌
事
蹟
―
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
２３

平
成
１９
・
３
）、
同
「
桑
原
文
庫
蔵

『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室

「
養
法
院
」
の
和
歌
事
蹟
―
」（『
山
陰
研
究
』
２

平
成
２１
・
１２
）、
同
「
歌
集
『
山
下

水
』
を
め
ぐ
る
家
と
人
々
」（
ア
ジ
ア
遊
学
１３５
『
出
雲
文
化
圏
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出

版

平
成
２２
・
７
）、
同
「
佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主

側
室
「
養
法
院
」
の
和
歌
事
蹟
―
」（『
山
陰
研
究
』
３

平
成
２２
・
１２
）。

（
３
）
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
高
真
院
様
御
年
譜
』（
〇
九
二
・
八
／
九
七
）
に
は
「（
寛
永
）

二
年
（
一
六
二
五
）
乙
丑
／
國
侯
二
十
五
歳
／
頃
聞
和
歌
口
决
伊
勢
物
語
烏
丸
光
廣

卿
」
と
あ
る
。

（
４
）
吉
田
光
邦
氏
『
伊
勢
物
語
色
紙
歌
留
多
帖
』（
芸
艸
堂

昭
和
４８
）、
新
家
こ
ず
え
氏

「
愛
媛
大
学
付
属
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
か
る
た
』
―
解
説
と
翻
刻
―
」（
愛

文
１９

昭
和
５８
・
７
）、『
伊
勢
物
語
か
る
た
・
王
朝
へ
の
あ
こ
が
れ
』（
鉄
心
斎
文
庫

所
蔵
伊
勢
物
語
図
録
第
４
集

平
成
５
・
４
）。
そ
の
他
『
伊
勢
物
語
』
二
〇
九
首
の

和
歌
を
か
る
た
に
仕
立
て
た
も
の
に
は
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
伊
勢
物
語
か
る
た
』、

徳
川
記
念
財
団
蔵
『
伊
勢
物
語
歌
か
る
た
』、
永
青
文
庫
美
術
館
蔵
『
伊
勢
物
語
御
歌

か
る
た
』
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）
出
展
目
録
に
は
「
２８

伊
勢
物
語
本
」
に
つ
い
て
「
宝
山
院
様
筆
」
と
し
か
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
松
江
城
内
に
は
「
松
平
綱
隆
筆

松
平
家
寄
贈
／
伊
勢
物
語
本

１
冊
」「
松
平
綱
隆
・
養
法
院
筆
／
伊
勢
物
語
本

２
帖
」
と
し
て
二
点
展
示
さ
れ
て

い
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
・
歴

史
関
係
資
料
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
要
木
純
一
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
揖
夜
神
社
、
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
は
じ
め
関
係

各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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A explanation of Utakaruta and Isemonogatari
in Iya Jinja

YAMAZAKI Masakatsu

（Hijiyama University Faculty of Contemporary Culture）

〔A b s t r a c t〕

Utakaruta and Isemonogatari in Iya Jinja taken up by this text is taken as autograph ma-

terial of Yōhōin, in view of a hand or the situation of introduction, although written statements

of an expert opinion are not seen. Utakaruta divides 100 from the Isemonogatari first rank

to 54 steps into the phrase (written by Yōhōin) of Japanese poem (written by Hōzan’in) and

the bottom, and is taken as 200−sheet a set of appearance. Isemonogatari (written by Yōhōin)

it has the text which is in agreement with the books of Teika system.

Keywords：Yōhōin, Hōzan’in, Matsue clan, Isemonogatari, Utakaruta
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